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顧客とともに『地域の環境保全を担う』理念のもと

私たちの社会の持続的発展のために

● 事業活動の環境負荷を継続的に把握・評価します

● 環境法規制を遵守し、遵守に寄与する情報・技術の提言と成果の波及に努めます

● 省資源・省エネルギー・廃棄物の３Rやグリーン調達を進め、環境負荷低減に努めます

● 地域社会や国際社会に積極的に協力し、環境汚染の防止と環境負荷低減への貢献に努めます

私たちの活動の維持と進化のために

● 持続的発展活動を確実に行う仕組みを作ります

● 成果としてどうなるべきかを目標設定します

● 仕組みと目標を皆で共有します

● 仕組みが機能しているかを確認します

● 目標の進捗と地域への貢献度に注視します

● 仕組みの改善を常に行います

● 常に「さらに良く」を追求し高次元化します

Sustainability環境方針
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50%

-1025kg

環境管理情報の収集と顧客への提供　セミナー1回／年　かわせみ継続 2回

四日市分析センター

環境関連設備の管理システムの維持改善

④自社利用資源の削減（業務効率を高めながらエネルギー使用量を削減する）

◎

評価

◎

2010年比で粗利1万円に対する二酸化炭素の排出量を2％削減する
(6.56kg／1万円から6.31ｇ／1万円）

6.09kg 100%以上 ◎

○

四日市分析センター

○

評価

達成度

本社

◎

評価

93.6g

順法・環境管理の再構築提言 5回 100% ○営業部

営業部

　2012年度環境目標の達成度　　　　　　　            

環境関連法令に対応できる社内体制の確立

100%

環境レポートの充実及ぶ活動情報の積極的公開（環境レポートのWeb公開）

2010年比で粗利1万円に対する二酸化炭素の排出量を2％削減する
(6.84kｇ／1万円から6.70kｇ／1万円）

100%以上

70%

達成度

100%

100%

購入品伝票の電子フロー化（伝票処理の自動化による紙資源の低減）

6.16kg

100%

実績値

達成度

公開

③環境関連設備の管理システムを維持改善する

②環境負荷と環境貢献を取り入れた環境報告書の作成

全社

100%以上

50%

-3.6ｔ 100%以上

92%
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2012

松阪分析センター

-19.2kg 100%以上

⑤自社利用資源の削減（廃棄物削減３R活動の恒常的実施）

廃棄物削減の３R活動を恒常的に実施し2010年の粗利１万円に対する廃棄
物排出量を2％削減（207ｇ／1万円から202ｇ／1万円へ）する

187g

全社

⑥顧客（地域・地球）の法順守と貢献活動及び環境負荷提言

2010年の年間実績値に対して2％削減（CO2換算10.8t）する

四日市分析センター

全社（情報チーム）
伝票処理の効率化→発注・仕入れ対応方法の見直し
（伝票処理の自動化・FAXレス化による紙資源の低減

全社（情報チーム）

廃棄物削減の３R活動の恒常的活動を実施し、2010年の廃棄物排出量の
2％を（13.2kg）削減する

松阪分析センター

本社

環境関連設備の管理システムの維持改善

2010年の年間実績値に対して2％削減（CO2換算1.03t）する

○

100%

社会貢献活動への参加　2件／年

実績値 達成度

-37.5ｔ

評価

○

①環境法順守率100％の達成

全社

法順守率100％の達成

環境法順守率100％の達成

四日市分析センター

○

○

達成度

実績値

100%以上 ◎

100%以上

×

2010年の年間実績値に対して2％削減（絶対量269kg）する

廃棄物削減の３R活動を恒常的に実施し2010年の粗利１万円に対する廃棄
物排出量を2％削減（91.5ｇ／1万円から89.7ｇ／1万円へ）する

-87%

100%以上

全社

全社（工程チーム） 構造的な時間外業務の抽出と勤務シフト検討による残業低減

評価

松阪分析センター

評価達成度

◎100%

松阪分析センター

2件 100% ○

○

◎

△

◎

○

実績値

◎

本社 グリーン調達の購入比率100％を実現

営業部
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　2012年度環境目標の達成度　　　　　　　            2012

⑦環境負荷低減設備の販売に基づく二酸化炭素削減への貢献 達成度 評価

営業部 環境負荷低減に繋がる設備販売によるCO2削減への貢献 提案までにとどまる △

全社（品質チーム） 各分析室に応じた環境条件の明確化と管理システムの構築 60%

前年比

12.6%

本社 エコキャップ運動の推進

四日市分析センター EMS活動のモチベーションの向上

前年比

-7.0%

5.3%

単位：g

EMS活動への全員参加

1名合格（西中）

全社（品質チーム）

松阪分析センター

自社利用資源の有効活用については、エネルギー・廃棄物削減ともに粗利益をもとに原単位換算したもので評価し

た。具体的には資源生産性という指標を用い、粗利益１万円を捻出する活動に対しての二酸化炭素の発生量及び廃

棄物の発生量を把握したものを用いて評価した

100%以上

サ　イ　ト ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

100% ○

松阪分析センター

eco検定　１名合格

13.0%

○

8376 9886

136.8

前年比

18.0%

-2.8%320.4

松阪分析センター 149.4 0.3%

２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

167

単位：kg
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サ　イ　ト ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

四日市分析センター 6.56 6.55

188

◆廃棄物削減の絶対量削減率

四日市分析センター 207

松阪分析センター 91.5 82.8

137.2

93.6

◆エネルギー使用に伴う二酸化炭素の絶対量削減率

サ　イ　ト

松阪分析センター 1999 1937 2083

四日市分析センター

7.5%

試験項目又はカテゴリーに応じた教育プログラムと力量評価方法の検討

全社（情報チーム） 有益な環境側面の明確化とその側面の効果の向上

100%

本社 環境・社会貢献活動への参加

営業部

6.09

松阪分析センター 5.85 6.16

◆エネルギー使用量に対する資源生産性

◆廃棄物削減に対する資源生産性

社内で使用できるエコ商品の情報収集及び発掘

6.84

342.1 329.5

サ　イ　ト ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年

四日市分析センター 10803

ヒアリングまで

達成度

単位：ｔ

単位：kg

100% ○

30% ○

100% ○

100% ○

○

前年比

⑨全社員を巻き込んだEMSの進化（改善） 達成度 評価

⑧環境汚染・環境負荷低減に繋がる分析商品の販売 評価

○

営業部 環境配慮設計商品の開拓、販売と振分析分野の受注 △

◎

2



2012

2011年に四日市分析センターで始まった、エコキャップ活動は今年から全社に広がり各サイトでも積極的に取り組

■　社員全員を巻き込んだEMSの進化

率としては-6.8％となりました。

また3ヶ年の2年目の成果としては、2011年の29.6ｔと併せてトータルで67.1ｔの削減量と順調に推移しています。

環境目標の達成状況         　　　　　　　　                     

■　エネルギー資源に対する活動について

■　廃棄物削減に対する活動について

全社目標値である二酸化炭素の排出量10.8ｔの削減目標に対して、37.5ｔと目標値を大きく上回ることが出来、削減

判断材料の一つである省エネ診断を提案することにより、適正な機種の選定ができるような情報を提供していきた

■　環境負荷低減設備の販売に基づく二酸化炭素削減への貢献

定番となっているニュースレター紙「かわせみ通信」も2012年12月で40号となり、2013年には節目となる50号に達す

これは電気の使用量で95900kWhに相当し、1kWhの電力単価を20円で計算すると192万のエネルギーコスト削減と

なり、二酸化炭素削減の貢献の目安としては１haの杉林18年分の消費量になります。

カーの協力も得ながら7月度に関連セミナーを実施し59団体99名のご参加を戴きました。

エネルギー資源の目標値が大きく目標値をクリア出来たのは、見える化での意識の向上や、全社員を巻き込んだ

い。
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環境貢献活動としては、恒例行事となっている各サイト周辺地域の清掃活動を実施するとともに、一部の有志の方

るためよりいっそう内容の充実を図りたいと思います。

啓蒙活動の効果や、一つひとつは目立ちませんが小さな環境や工程改善の積み重ねが成果になってきました。

全社目標値である269kgの廃棄物削減目標に対して、1025kgと前年に引き続き大幅削減を達成することが出来ま

した。これは四日市分析センターでの廃プラ再生化が大きく寄与しており、この部分で2200kgを上回る削減を実施

みが進み全社で約4300個のキャップを集めることができ、小さな活動ですが5人の子供達にポリオワクチンの貢献

が出来たことになります。

で四日市市内での清掃活動やウミガメ保存会が実施する海岸清掃活動などにも参加しました。

本年度はボイラ等の販売実績が目標に届かず、設備販売によるCO2の貢献は出来なかったが、ボイラを更新時の

出来ていますが反面一般廃棄物の排出量は1300kg以上増加しているため、今後は一般廃棄物の削減に尽力する

大きな法改正として「有害物質使用特定施設に係る定期点検義務等」について水質汚濁防止法の改正があり、メー

し参加者の方々から好評を戴くことが出来ています。

実施しています。

14001に関する内容を大幅に一新し、ISO規格を通じて問題解決の方法を学べ人材育成としても活用できる内容と

また5月には東京ビックサイトで開催された「2012NEW環境展」にブース出展し、アスベストモニタリング車の展示を

■　顧客（地域・地球）の法順守と環境貢献活動及び負荷低減

必要があります。

ISO9000及び14000に関する内部監査員養成セミナーについても各5回開催することが出来ましたが、本年度は

3



全　　　　　　　　社 本　　　　　　　　　社

四日市分析センター 松阪分析センター      

　　省エネルギーへの取り組み　　　　　　　　        
　　　二酸化炭素排出量の推移　（ｔ／年）

2012

0

100
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2008 2009 2010 2011 2012

415 382 397 372 361

134
141 146

141 144

ガソリン 電気

0
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60

2008 2009 2010 2011 2012

20 19 22 21 22

18 17

29
25 26

ガソリン 電気

200

300

400

303 276 283 270 261

60
74 59 59 59.0

50

100

150

92 88 92 80 79

57
50

57
56 59

ガソリンの消費量はほぼ横ばい傾向の状況が続いているが、電気消費量は順調に削減が進んでおり節電意識の根付

きと歩留まり対策等の改善効果が現れているものと思われる。

　　　サイト間の使用割合

このような結果になったことは改めて松阪の移動エリアの広さを物語る結果となったが、効果的な配車が出来ている

ガソリン使用の割合は四日市ACと松阪ACが同じ使用量となり、所有台数で19台、12台と大きく違うにもかかわらず

0

100

2008 2009 2010 2011 2012

ガソリン 電気

0
2008 2009 2010 2011 2012

80 79

ガソリン 電気

本社

18%

四日市AC
41%

松阪AC
41%

ガソリン使用の割合 本社

6%

四日市AC
72%

松阪AC
22%

電気使用の割合

かを同時に検証する必要があると感じます。
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　省資源化への取り組み　　　　　　　　            

四日市分析センター 松阪分析センター

2012

　　　廃棄物排出量の推移　(kg／年）

全　　　　　　　　社 本　　　　　　　　　社

0 

2000 

4000 

6000 

8000 

10000 

12000 

14000 

2008 2009 2010 2011 2012

4988  4337  3925 
1976  1578 

8954 
7665 

9537 

8853 
10859 

一般廃棄物 産業廃棄物

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

2008 2009 2010 2011 2012

85 
33 

89 
2 

377 

267 

571 

514  468 

産業廃棄物 一般廃棄物 産業廃棄物

6000

8000

10000

12000

7310
6414 7886

7336
9223

1500

2000

2500

1267
984 1080 1003 1168

廃棄物は年度ごとの差が大きく傾向が掴みにくい状況であるが、2012年は四日市ACでの一般廃棄物の排出量が増大

　　　水道使用量の推移 　（ｍ3／年）

したことがマイナス面であった。水道使用量は2010年より微増している傾向があるので、冷却水対策などを継続して

0

2000

4000

2008 2009 2010 2011 2012

3956 3401 2917
1040 663

7336

一般廃棄物 産業廃棄物

0

500

1000

2008 2009 2010 2011 2012

947 903 919 934 915

一般廃棄物 産業廃棄物

2008 2009 2010 2011 2012

112 95 122 112 112

5519

8172

5591 6034 5959

2802

2501

2586
2806 2911

水道使用量 本社
水道使用量 四日市ＡＣ
水道使用量 松阪ＡＣ

本社

1%

四日市Ａ

Ｃ
66%

松阪ＡＣ

33%

水道使用量比率

進めて行く必要があると思われる。
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　　環境法令の順守状況               　　　　　　　　          

●悪臭防止法

・四日市及び松阪分析センターの敷地境界線における環境モニタリング測定において、規制基準を満たしています。

●水質汚濁防止法

・四日市及び松阪分析センターの構造等に関する基準における定期点検の結果、異常はありませんでした。

●下水道法

・四日市及び松阪分析センターの放流水の水質検査において、規制基準を満たしています。

●廃棄物処理法

・事業活動における産業廃棄物はマニフェスト管理の徹底や、飛散防止措置など保管基準を満たしています。

●毒物及び劇物取締法

・保管基準に従い毒物劇物取扱責任者により使用記録等厳重に管理され、適切に保管場所の明示がされています。

●放射性同位体元素等による放射線障害の防止に関する法律（四日市分析センターのみ）

2012

　    全　　　　　社

環境法令の順守は、事業活動の基盤となる認識のもと、日常業務における化学物質や廃棄物の適正な管理に取

り組んでいます。さらに、環境汚染の防止や騒音・振動など地域環境への配慮にも取り組んでいます。

当社の業務に係る環境関連法

・放射線障害予防規程を遵守し、対象の放射線であるＥＣＤ検出器（Ｎｉ63）の機器表面で測定し、放射線源の最

6

●ＰＲＴＲ法

・化管法対象事業者（業種コード：8630）として、第一種指定化学物質の排出量・移動量の届出書を提出しました。

○騒音規制法

・四日市及び松阪分析センターの敷地境界線における環境モニタリング測定において、自主基準を満たしています。

○振動規制法

・四日市及び松阪分析センターの敷地境界線における環境モニタリング測定において、自主基準を満たしています。

環境法規制

法規制には直接該当しないが、環境側面に適用される法規制

その他の主な環境法規制

放射線障害予防規程を遵守し、対象の放射線であるＥＣＤ検出器（Ｎｉ63）の機器表面で測定し、放射線源の最

大線量当量率が0.6μSv/h以下であることを確認しています。

主な規制内容 順守状況等

省エネルギー法

エアコン、テレビ（液晶・プラズマ含む）、冷蔵庫、洗濯機、衣類乾燥機の
廃棄時の引取業者への引渡し

家電リサイクル法

環境負荷が出来るだけ小さいものを買うこと（環境ラベルの記載されてい
るもの）

グリーン購入率90％グリーン購入法

廃棄時に遂行

本社、四日市、松阪の全社の
年間使用エネルギー量の合計
が239kL/年のため申告義務に
は該当せず。

年間使用エネルギー量の合計が原油換算で1,500kL/年以上であれば、
特定事業者となり申告の義務が発生する。
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　　環境法令の順守状況               　　　　　　　　          

四日市分析センターには、以下の環境関連法について法律の順守が求められています。

1. 悪臭防止法

2. 水質汚濁防止法

3. 下水道法

4. 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

5. 毒物及び劇物取締法

6. 放射性同位体元素等による放射線障害の防止に関する法律

7. PRTR法

■ 四日市分析センター　周辺環境影響調査位置図

　    四日市分析センター
2012

ＤＸＮ調査 土壌

ＤＸＮ調査 大気

ＤＸＮ調査 放流水

水質調査 中和槽排出口

騒音・振動調査

水質調査 観測井

排気有害物調査

騒音・振動調査

水質調査 放流水

悪臭調査 集合排気出口

悪臭調査 敷地境界

7

1. 悪臭防止法

事業活動による周辺地域への大気汚染防止対策として、

悪臭防止法に定められている22物質について年１回

敷地境界にて調査を実施し、法規制の基準値を順守

していることを確認しています。

悪臭調査 敷地境界

水質調査 観測井

排気有害物調査

水質調査 地下水

騒音・振動調査騒音・振動調査

悪臭調査 集合排気出口

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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　　環境法令の順守状況

2. 水質汚濁防止法

水質汚濁防止法に基づき、洗浄施設として流し

台、ドラフトチャンバー等を届け出ています。

四日市分析センターの構造等に関する基準に

おける定期点検の結果、異常はありませんで

した。

3. 下水道法

放流水について健康項目及び生活環境項目等に関して年１回調査を実施し、全ての調査項目において自主

基準値をクリアしている事が確認できました。また、放流水調査ではpH、BOD等特定の項目を毎月測定し、

全ての調査項目において自主基準値をクリアしている事が確認できました。

4. 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

廃掃法に基づき、事業活動により排出された廃棄

物について、適切に分類、保管を実施しています。

また、処分については廃棄物処理専用業者

に委託し、マニフェストによる適正な管理、

2012

　    四日市分析センター

8

処理を行い、法律を順守しています。

5. 毒物及び劇物取締法

事業活動において使用する毒物及び劇物に

ついて、保管場所を決め、適切に表示しています。

また、毒物及び劇物の使用に関しては管理台帳

によって管理し、法律を順守しています。

6. 放射性同位体元素等による放射線障害の防止に関する法律

放射線障害予防規程を遵守し、対象の放射線で

あるＥＣＤ検出器（Ｎｉ63）の機器表面で測定し、

放射線源の最大線量当量率が0.6μSv/h以下

であることを確認しています。

7. PRTR法

化管法対象事業者（業種コード：8630）として、トルエンの排出量・移動量の届出書を提出しました。

測定月 放射線量等量率

3月

9月

0.044

0.044

単位：μsv/h
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　　環境法令の順守状況          　　　　　　　　               

8. 周辺環境影響調査

四日市分析センターでは他にも事業活動による周辺環境への影響調査として、

騒音、振動、水質、ダイオキシン類及び排気有害物の調査も実施しています。

8-1. 水質調査

中和槽排出口、観測井及び地下水について

健康項目及び生活環境項目等に関して年１回

調査を実施し、全ての調査項目において自主

基準値をクリアしている事が確認できました。

8-2. 騒音・振動調査

敷地境界における騒音・振動調査を年1回実施しま

した。騒音・振動ともに自主基準値をクリアしている

事が確認できました。

2012

　    四日市分析センター

9

8-3. ダイオキシン類調査

環境大気、土壌及び放流水におけるダイオキシン

類調査を年1回実施しました。各媒体ともに、自主

基準値をクリアしている事が確認できました。

8-4. 排気有害物調査

四日市分析センター排突において、排気有害物

調査を年1回実施しました。炭化水素及びトルエン

を測定した結果、自主基準値をクリアしている事が

確認できました。
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　　環境法令の順守状況      　　　　　　　　                   

松阪分析センターにおいては、各環境関連法について次のような活動をして法令を順守しております。

0.0005

単位：ppm

２. 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃液の漏洩防止対策）

松阪分析センタ では 廃掃法に基づ

ｲｿ吉草酸 <0.0001

2012

<0.0009

<0.002 0.01 <0.00009

悪　臭　物　質　測　定　結　果

１. 悪臭防止法関連（敷地境界における悪臭物質測定）

　松阪分析センターでは、事業活動による周辺地域への大気汚染防止の確認の為、悪臭防止法に定め

られている22物質について、敷地境界で年1回測定し、法規制の基準値をクリアしていることを確認して

おります。

ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 0.0045

ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾉﾙﾏﾙ吉草酸

ｷｼﾚﾝ

0.0045 ﾉﾙﾏﾙ酪酸

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ <0.0009

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ <0.005 0.025

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸0.025<0.005

0.00045

0.5

<0.003

5

0.2

<1

0.015

0.0005<0.0001

<0.04

<0.1

ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ

0.0045

<0.0005

ﾄﾙｴﾝ

ｽﾁﾚﾝ

<0.0009

0.0025

二硫化ﾒﾁﾙ

1.5

硫化ﾒﾁﾙ <0.001 0.005 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 0.5<0.1

硫化水素 酢酸ｴﾁﾙ<0.002 0.01 <0.3

0.45

ｱﾝﾝﾓﾆｱ

ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ <0.0002 0.001 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ <0.09

0.5

　    松阪分析センター

<0.1 0.0015

測定項目 測定項目 測定値

ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ <0.0003

自主基準測定値 自主基準

10

　分析器具等を洗浄する際に使用する

流し台について、ひび割れなどの異常

はないか、排水の漏洩の有無について

毎月1回定期的に点検を実施しておりま

す

　松阪分析センターでは、事業活動にお

いて使用する毒物及び劇物について、

鍵のかかる場所に保管しております。

　また、毒物及び劇物の使用に関して

は、物管理台帳により管理しており、盗

難防止徹底しております。

３. 毒物及び劇物取締り法（毒物及び劇物の管理）

　松阪分析センターでは、廃掃法に基づ

き、事業活動により排出された廃棄物に

ついて、適切に分類、保管を行っており

ます。

　また、分析の工程で発生した廃液の保

管については、廃液タンクへの受け皿

の使用、また、ピグマットの常備など周

辺環境への漏洩防止を徹底しておりま

す。

4. 水質汚濁防止法（特定施設の漏洩対策）

す。
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１．放流水調査

　　環境法令の順守状況               　　　　　　　　          
　    松阪分析センター

■周辺環境影響調査

2012

　松阪分析センターでは、悪臭調査の他にも、事業活動による周辺環境への影響調査として、放流水、地下

水、騒音、振動についての調査も定期的に実施しております。

　松阪分析センターから排出される放流水については、pH値、BOD、COD、SS、n-ヘキサン抽出物質、

全窒素、全リンの7項目を毎月測定し、年1回は、重金属、VOCなど37項目を測定しました。その結果、全

ての項目において法規制の基準をクリアしておりました。

測定項目 測定値 自主基準 測定項目 測定値 自主基準

放　流　水　水　質　結　果

2012年　環境測定結果推移（松阪分析センター）

0

5

10

15

20

25

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

各
数

値

5

6

7

8

9

10

pH
BOD（mg/L）

COD（mg/L）

SS（mg/L）

n-ヘキサン抽出物質（mg/L）

全窒素（mg/L）

全リン（mg/L）

pH

11

ﾌｪﾉｰﾙ類

測定項目 測定値

四塩化炭素<0.1 1

自主基準 測定項目

0.4

測定値 自主基準

<0.0002 0.02

0.04

0.21,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ亜鉛 0.030 2

溶解性鉄 0.04 10

銅 <0.02 1 <0.00041,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ

<0.004

<0.002

ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ

<0.001

<0.0005

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾍﾞﾝｾﾝ

ﾁｳﾗﾑ

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

0.1

六価ｸﾛﾑ <0.04 0.5 ｾﾚﾝ <0.002 0.1

鉛 <0.01 0.1

<0.01

ｱﾙｷﾙ水銀 硫化ﾒﾁﾙ

0.016

全水銀 <0.0005 0.005 硫化水素 <0.0002 0.056

ﾋ素 <0.005 0.1

溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ

ｼｱﾝ <0.1 1

ﾌｯ素 <0.1 15

<0.0005 0.003

0.10 10

ｼﾏｼﾞﾝ <0.0003 0.03

<0.0006 0.06

<0.0002

0.06

全ｸﾛﾑ <0.04 2

ｶﾄﾞﾐｳﾑ <0.001 0.1

0.02

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ <0.002 0.2 －

単位：mg/L

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.0005 0.1 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ

－ －

<0.0006

<0.0002

<0.0002 0.16

0.283

0.2

1.3 100

<0.05 0.5

<0.0005 3

有機ﾘﾝ <0.1 1

ｱﾝﾓﾆｱ・ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、
亜硝酸化合物及び硝酸化合物

PCB

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.002 0.3

<0.0005 検出されないこと

二硫化ﾒﾁﾙ
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２．地下水調査

　    松阪分析センター

■周辺環境影響調査

2012

　松阪分析センター敷地内における地下水においては、重金属、VOCなど28項目を、年1回測定しまし

た。その結果、全ての項目において法規制の基準をクリアしており、事業活動による地下水汚染は確認

されませんでした。

測定項目 測定値 自主基準 測定項目 測定値 自主基準

ｶﾄﾞﾐｳﾑ <0.0003 0.01 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.002 0.02

　　環境法令の順守状況               　　　　　　　　          

<0.0002

0.006

0.05 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

<0.004 0.04

<0.0005 1

ｼｱﾝ <0.1 検出されないこと ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

有機ﾘﾝ <0.1 検出されないこと 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

地　下　水　水　質　結　果

<0.002 0.02ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ

<0.0006ﾁｳﾗﾑ

鉛 0.002

六価ｸﾛﾑ <0.001

<0.0003 0.003

ﾋ素 0.001

全水銀 <0.0005 0.0005 ｼﾏｼﾞﾝ

0.01

0.002

0.01 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ <0.0006 0.006

0.001 0.01

ｱﾙｷﾙ水銀

<0.001 0.01

四塩化炭素 <0.0002 0.002 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ

PCB <0.0005 検出されないこと ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

<0.0005 検出されないこと

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.002 0.03 ｾﾚﾝ

<0.005 0.05

0.01 ﾌｯ素

0.05 1

<0.15 0.8

0.02 ﾎｳ素

0.002

単位：mg/L

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ <0.0004 0.004 塩ﾋﾞﾓﾉﾏｰ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ <0.0005

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ <0.002

<0.0002

12

３．騒音振動調査

②

　松阪分析センター敷地境界における騒音、振動について、年1回測定しました。その結果、全ての項目

において法規制の基準をクリアしておりました。

70 dB
③

④

騒 音 振 動 測 定 結 果

①

測定値

30

地点 自主基準 測定項目 自主基準測定項目 測定値

48  dB（A）

 dB（A）46
騒音レベル（L5）

50

dB

30

< 30

56  dB（A） dB30

振動レベル（L10）

dB dB（A）

70 dB（A）
dB

地点①

地点②
地点④

地点③
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　環境活動への取り組み状況                       

■エネルギー使用量削減の取り組み

◆電子会議システムの問題点と改善

現行の電子会議システム（NTT:MeetingPlaza）は音声の音割れ・遅延がひどく、実質活用していないという問題

点がありました。

2/3にＮＴＴ西日本ＩＴビジネス部メンバーにて現地調査を実施した結果、回線・ルーター等の回線帯域が脆弱で、

システム運用に耐えられていない問題と、WEB会議システムの設定そのものについても問題がある事が判明

しました。

その対応策として光回線契約の変更、高性能ルーターへの切替、マイク・スピーカーの再調整を実施し、回線

速度の安定や会社全体の通信速度が高速安定しました。

ただ、改善は見られたが快適な環境とまでは言えない状況であり、最終的に別システムの検討へと至りました。

新しいシステムである『webex』の会議システムをテストした結果、問題なく使用できるため導入する事となり、

営業会議・安全衛生委員会・工程チームミーティングで実際に運用を開始しました。

・既存のマイク、スピーカーを有効活用

・現行システムとほぼ同額

・四日市⇔松阪間の移動が必要ない

　（時間と燃料の削減）

月1回、片道約50km、4台が該当として

ガソリン年間約600リットルの削減

◆発注書自動FAX仕様の検討

現在社内で運用している在庫管理システムは、

作成した発注書を印刷し手動でFAXしています。

これを自動FAXに変更する事ができないか、

検討しました。

既に使用している速報FAX送信のモジュールを

活用し、発注書自動FAXの仕様作成が可能で

ある事が分かりました。

システムの構築と仮運用を進め、来年の本運用

へ繋げたいと思います。

・FAXの誤送信がなくなる

・購入用紙の削減（年間5,600枚）

・ファイリング場所を取らない

・注文書を探しに行く手間がいらない

・廃棄物が出ない

・廃棄や分別の手間がいらない

2012

　    本　社

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012

こんな効果が得られました。

効果の予測

13



　環境活動への取り組み状況                       

■エネルギー使用量削減の取り組み

◆電気使用量の削減

2011年の事務所内蛍光灯の間引きや、昼食時完全消灯の活動を継続して行いつつ、エネルギーを使用

せず、より快適に過ごせるよう、住環境の見直しを図りました。

（日常編）

・昼休みの2F事務所全消灯・・・節電効果35kWh/月

・エントランスの自動照明のスイッチON・・・31kWh/月

（季節編）

・重ね着、膝掛け等の使用（体感温度2.2℃上昇）・・・561kWh/月

・USBミニ扇風機の個別配布（体感温度2℃下降）・・・448kWh/月

・エアウイングの取り付け

日常編は毎日の掃除や昼休みの合図として節電活動をルーチンに組み込みました。

また、本社は常時デスクワークであり、1人1台のPC

使用環境である事から、USBミニ扇風機13台を購入し、

配布しました。

スポット的に冷やすことで、快適に節電ができました。

メーカー：エレコム↑

型番：FAN-U17WH 

事務所内の空気を均一に撹拌するため、営業部側のエアコンにエアウイングを設置しました。

（メーカー：ダイアン・サービス、品番：AW7-021-02）

エアコンの直撃風を解消し、空調効率がアップしたと思われます。

また、間接的な風により、体調不良者の改善も見られました。

2012

　    本　社

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012

PC横にUSB扇風機を置いてデスクワーク

をしています。顔や手に直接風が当ること

14



　環境活動への取り組み状況                       

■EMS活動へのモチベーション向上に向けた啓蒙活動

◆エコキャップ活動への参加

「社内で気軽に始められるエコ活動を」ということから、NPO法人（内閣府認証）エコキャップ推進協会主催のエコ

キャップ運動を本社内でスタートさせました。

本社では2F不燃物用ゴミ箱横と、1F自動販売機用

ゴミ箱へキャップ回収BOXを設置しました。

←2F

↓1F

←回収BOX

本社回収状況 エコキャップ運動

2012年、年間回収個数1,471個 ワクチンになるまでの流れ

最終的には本社では1,471個が集まりました。

800個1単位で業者は引き取りをしてくれますが、手続きや手数料を考慮し、来年度もこの活動を継続し、数が

まとまってから回収業者への引渡しを行いたいと考えています。

2012

　    本　社

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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　環境活動への取り組み状況                       

■EMS活動へのモチベーション向上に向けた啓蒙活動

◆グリーンバード清掃活動への参加

2012年7月に発足したグリーンバード四日市チームの活動を知り、清掃活動に参加しました。

この清掃活動は、諏訪・伊坂ダムを拠点に地元四日市をキレイで元気な街にするため、月3回の清掃活動が実施

されており、営業部・総務部の有志数名で参加しました。友達同士や家族連れなども多く、アットホームに楽しく活動

されているため、次年度以降も継続的に参加し、全社的な地域環境活動の一環として広げて行きたいと思います。

グリーンバードとは・・・

「きれいな街は、人の心もきれいにする」をコンセプトに誕生した原宿表参道発信

のプロジェクト。日本各地で清掃活動や街づくりを行っているNPO法人です。

2003年1月設立。国内に39チーム、海外に4チーム（2012年12月現在）

http://www.greenbird.jp/index.php

四日市チームは毎月、

○第2月曜夜（諏訪公園）19：00集合、19：30～20：30清掃

○第3日曜朝（伊坂ダム）8：00集合、8：30～9：30清掃

○第4土曜朝（諏訪公園）8：00集合、8：30～9：30清掃

の各所で、約1時間の清掃活動をしているボランティア団体です。

◆ウェルカメよっかいち早朝清掃への参加

四日市ウミガメ保存会が主催している、「ウェルカメよっかいち」の海岸清掃活動に参加しました。

コンビナートの街・四日市に再びウミガメが産卵に来るような砂浜にしたい・・・という思いから、毎月第1日曜日に

楠町吉崎海岸で1時間の海岸清掃と1時間の環境学習講話を実施されています。月替りの講話も様々なジャンル

のものがあり興味深く、特に小学生の親子連れが多く参加され、毎月40～60名程度の方が活動されています。

2012

　    本　社

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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■節電啓蒙活動による資源削減活動

省資源の啓蒙活動として、視覚的な訴求効果が

ある方法として、節電シールを用いることとしました。

具体的な方法は、各部屋の電灯スイッチの近傍へ

節電シールを貼り点灯の際に節電を啓蒙するもの

です。

シールの内容は、各部屋で電灯を点灯した際の

二酸化炭素発生量及び電気代を１時間当たりと８

時間当たりの数値を記入したものです。

四日市分析センターの２１の部屋について、それ

ぞれの蛍光灯本数を調査し、二酸化炭素発生量

及び電気代を算出しました。

電灯を点ける度に、必ず目にするため 節電意識

の向上に寄与しています。

　　環境活動への取り組み状況                                    2012

　    四 日 市 分 析 セ ン タ ー

17

■ECOタイヤ導入による資源削減活動

今年度より、タイヤ交換時にECOタイヤへ更新する

こととなりました。

ECOタイヤの効果として、燃料消費量を２．５％削減

する事を見込んでいます。

四日市分析センターの車両は業務用のバンがほと

んどですが、時代の流れでしょうか、各メーカーとも

省燃費タイヤをラインナップにあげています。

今年度は１８本のタイヤをECOタイヤへ更新

しました。

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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■循環冷却水の再利用化による資源削減活動

分析作業の中には水道水を用いた冷却装置による

前処理を実施している工程があります。

そこで、循環冷却装置を導入して、水道水使用量を

削減する活動を実施しました。

今回実施したのは無機前処理室の水銀還流分解

装置への導入です。

こちらへ循環冷却装置を設置し、１ヶ月当たり

４８００Lの水道水使用量を削減することができ

ました。

同様の工程は他にもあるため、循環冷却装置の

計画的な導入を検討しています。

　　環境活動への取り組み状況                                    2012

　    四 日 市 分 析 セ ン タ ー
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■EMS活動のモチベーション向上

ペットボトルのキャップを集めて寄付団体へ送り

世界の子供にワクチンを届ける活動があります。

この活動に参加することで、社会貢献ができると

とももに、省資源や廃棄物削減の意識の向上が

図れると考えました。

社内の自動販売機近くに設置してあるゴミ箱の

となりに、キャップ専用の回収箱を設けました。

一年間の活動の結果、約１８００ヶのペットボトル

キャップを回収することができました。

普段の何気ない行動が社会貢献と環境保全に

つながるという事もあり社員にも好評でした。

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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・世界の子供たちにワクチンを届けようをスローガンに回収BOXを設置し、ペットボトルのキャップの収集に努めました。

　　環境活動への取り組み状況                                    2012

　    松 阪 分 析 セ ン タ ー

社会貢献活動

2012年は復興から1年がたち社会が省エネルギーや節電に率先して取り組む中、松阪分析センター全員協力して省エ

ネ・省資源に対しての環境活動に取り組みました。

その成果の一つとして、今年は電力管理のデマンド管理目標を75ｋｗから2ｋｗ減らした73ｋｗでの運用管理に変更しまし

たが、支障なく運用がすることができました。

　また社会貢献活動としては、他部署に１年遅れを取りましたがエコキャップ活動に参加し、「分ければ資源、キャップ

800個で世界の子供たちにワクチンを届けよう」を合言葉に、社員一揆団結してペットボトルキャップの収集に協力しまし

た。

今年で3年目になる「私のエコ宣言」については、個々の環境に対する意識がより一層向上したエコ宣言（電気、水道使

用量削減提案を1件以上）をする人もおり、節電や廃棄物削減において、小さなことからコツコツと取り組む姿勢が見ら

れました。

　環境への取り組み順守状況としては、悪臭の他にも事業活動による周辺環境の影響調査として放流水、地下水、騒

音、振動についても調査を行い、すべての分析の結果が基準値以下に収まりました。

1120個

19

・地道な活動にも継続して取り組んでいます。

エネルギ-消費によるCO2排出量削減の取り組み

収集

1120個

収集！

日照を活用した蛍光灯消灯 カーテンを開け明るい内に作業 気候のいい時期は自然換気

TOKAI TECHINO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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・COD計を更新することにより、歩留まりと起動トラブルを削減しました

・デマンド管理値を75ｋｗ→73ｋｗに変更

　　環境活動への取り組み状況                                    2012

　    松 阪 分 析 セ ン タ ー

エネルギ－消費によるCO2排出量削減の取り組み

COD計

毎日のように始業前

トラブルが発生

更新 トラブル

削減

1年稼働時間180時間の短縮

（二酸化炭素176ｋｇ、電気代7920円の削減）

トラブルが０件に！

始業点検記録

20

・デマンド管理値を75ｋｗ→73ｋｗに変更

松阪環境活動推進者

周辺美化活動

【日 時】 2012年5月9日、11月27日

【場 所】東海テクノ分析センタ－周辺

【参加人数】 54名（2日間）

【内 容】今年は、パート社員、派遣社員も含めて

27名で約１時間かけて分析センター周辺を

綺麗にしました。

―２kw

常に全員参加がモットー

当社がISO-14001を取得し13年目に入りました。

最初の頃は、どのような活動をして良いのか判らず人まかせでした。

しかし、環境活動報告書を4年前から作成することにより自分が率先して

活動しない限り報告書を作成できないことがわかり、環境活動にも熱が

入りました。

分析センタ－全員で取り組む意識向上のため、個々に自分が1年通して

活動出来ることを宣言していただき、一覧表にして見える所に掲示しました。

（私のエコ宣言）

環境活動はいかに全員を巻き込んで活動を行うかが勝負になりますので、

今後も全員参加をスローガンに活動していきたいと思います。

みんなで同じ目的で活

動するため、気持ちい

節電に努めることにより、

支障なく運用ができました

TOKAI TECHINO ENVIRONMENTAL REPORT 2012

今後も 員参加を ガン 活動し きた 思 ます。
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   グリーン購入の状況  

2008年から始めたグリーン購入も最終目標・購入比率100％の年となりました。

年々購入物品の見直しを図り、日々の購入でも発注担当者への周知によって、2011年は90％と目標を達成する

ことができました。

しかし、やはり完全に全ての物をグリーン購入とすることは難しく、100％にはあと一歩届きませんでした。

とは言え、この5年間で担当者以外の社員にも「グリーン購入」という意識付けはできた、意義ある活動であったと

思います。一旦の区切りは付きましたが、次年度以降もグリーン購入自体は継続して行きたいと思います。

■2012年度 グリーン購入比率結果

全社で購買する事務用品・衣類等においてグリーン購入調達可能品を総アイテムから割り返し算出しております。

本社 57 65

5

四日市AC

186

3 62

73

60

87

松阪AC

2012

■事務用品のグリーン購入

グリーン購入
該当

グリーン購入
非該当

代替商品
有り

代替商品
無し グリーン調達率

□グリーン調達可能アイテム数
　　１８６＋２１７－２０１＝２０２

□２０１０年度グリーン調達率
　　１８６÷２０２＝９２％

8

56

　    総　務　部

全社計 217

79

201

65

16

21

■グリーン購入比率の推移

↑ ↑ ↑ ↑ ↓

■2012年度の活動概要

2012年度は昨年審議に挙がっていた作業服の更新を実施しました。

現場作業に配慮した静電タイプ、且つグリーン購入対象商品である、

冬ブルゾン（AG20471）、男性用冬ズボン（AG20474）、女性用冬

ズボン（AG20478）が採用されました。

全体的に大幅なイメージチェンジはせず、機能的にも条件を満たして

おり、全社にて3/1からの運用となりました。

↓男性用冬ズボン（AG20474） ↓女性用冬ズボン（AG20478）

20082007 2010

50%

2012

目標 － 25%

2009

100%

2011

90% 92%

70% 90%

結果 － 27% 84% 85%

TOKAI TECHNO ENVIRONMENTAL REPORT 2012
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法順守及び顧客に寄与する環境活動への取り組み     

地域社会への貢献を環境情報提供という形で目指しています。

自社の環境負荷低減だけを目指すのではなく、当社の製品である分析結果を活用

していただいている顧客の環境負荷低減に貢献できることが、当社に出来る最も大き

な環境負荷低減につながると考えております。

日々発信される新しい環境規制や環境ニーズを必要とされる顧客に情報を提供する

ことで、顧客の事業において環境管理の在り方を考え、維持して頂くことで、より社会

全体の環境貢献につながると思っております。

今年度は、水質汚濁防止法が改正・施行されたことに伴いセミナーを開催したり、

企業から排出される廃棄物の有効活用について他企業と共同で活動をスタートさせる

年となりました。また昨年同様、ホームページでの随時情報提供や、ニュースレター

『かわせみ通信』発行の継続等を中心に行ないました。

今年度も多くのセミナーを開催しました。主な開催状況は下記のとおりです。

●2012年7月　夏期環境セミナー

6月に水質汚濁防止法が改正・施行されました。今回の大きな改正点として「有害物質

使用特定施設、有害物質貯蔵指定施設に係る届出規定」「構造基準等の遵守義務の

創設」「定期点検義務の創設」が挙げられていたため、今回のセミナー内容は改正の

概要だけにとどまらず、日常の点検や管理などについて外部のメーカーより講師を

招き、開催を行いました。

2012

セミナー・展示会の開催への取り組み

　　　営　　業　　部

22

招き、開催を行いました。

講師 ： 栗田工業株式会社『水質汚濁防止法改正の概要と有害物質指定施設等の

定期点検についてのプラントメーカーとしてのご提案』

講師 ： 株式会社堀場製作所『改正水質汚濁防止法等に寄与する水質計測装置』

【59団体　　99名参加　四日市商工会議所にて】　

●2012年5月　NEW環境展への出展

5月に東京ビックサイトで開催された「2012 NEW環境展」にブースを出展し、

「アスベストモニタリング車『MOVING LAB（ムービングラボ）』」を、展示い

たしました。建材アスベストを現場で分析確認したいという要望に応え、

車両に偏光顕微鏡を搭載、調査現地においてEPA法にて、アスベスト分析

を行うことが可能になり、今後の活用が期待されます。

紹介実例：「埋設配管の修復材（写真は輪切り状）：オメガライナー」
使用方法は配管内へチューブを折りたたんで挿入し、蒸気を吹き込むと形

状記憶素材（硬質塩化ビニル）の性質で円筒形に復元、既設配管に密着し

内部がコーティングされた状態なり、使用することで強度を復元し耐食性・水

理性・水密性が向上、ひび割れ、ピンホールによる漏洩が防止できます。埋

設配管の修復にお困りの方や、手が出せないと思っていた地下の漏洩対策

にも活用できる商品です。

TOKAI TECHNO ENVIRONMEＮTAL REPORT 2012
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法順守及び顧客に寄与する環境活動への取り組み     

当社とお客様との関係をより良くするため、お客様の業務や科学の工学的関心に直結するニュースレターを発行し、

約3年半が経ちました。営業員のPRにより配信先も300社を超えました。

今年は従来の定番のコーナーだけでなく、環境イベントや法改正の案内等を随時案内していくことで、

コミュニケーションツールの一つとして定着してきました。

2012

月刊ニュースレター『かわせみ通信』の発行

　　　営　　業　　部

【2012年3月号】

ペットボトルから再生される線維かどうかを判定

する分析技術の紹介を行いました。

【2012年7月号】

再生可能エネルギーの一つとして地熱による

発電の活用例の紹介を行いました。

23

【2012年9月号】
作業環境測定についての重要性、法改正などを

伝える内容となりました。

【2012年12月号】

省エネ照明の代表される照明として、ＣＣＦＬ管照

明

TOKAI TECHNO ENVIRONMEＮTAL REPORT 2012
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地域の環境保全活動に関する取り組み 

●ISO14001シリーズ　内部環境監査員養成セミナー　年5回開催（出張開催含む）

●ISO9001シリーズ　内部品質監査員養成セミナー　年5回開催（出張開催含む）

昨年度まで、内部環境監査員養成セミナーは、内容を理解していただくために、基本を中心とした講習内容を企画して

おりましたが、ISOの規格を通して問題解決の方法を習得される人材育成の場所としても活用いただけるよう、大幅に

テキストの内容を改定し、より実践に活用していただけるような内容へ変更しました。

セミナー終了時には参加者へのアンケートを行い、随時見直しを行っておりますが、参加者の方からは「内容が理解

しやすかった」「「コーチング方式」は他の業務にも活用可能できる」「グループ討論ではいろいろな意見交換が

できて良かった。」などよい返答をいただいております。今後も各企業様にとって、ISOが取り組みやすくできるような

していきたいと考えております。

　　　営　　業　　部

内部環境監査員養成セミナーの内容拡充

2012
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社会貢献活動への取り組み（地域清掃活動）

恒例行事となりましたが、地域清掃活動を本年は6月と11月に

に実施しました。 本年も本社（四日市市午起２丁目）と、四日市

分析センター（四日市市午起１丁目）、松阪分析センター（松阪

市若葉町）にて、それぞれが周辺地域のゴミ拾い、草刈り、側溝
の清掃活動を実施いたしました。

社会貢献活動への取り組み（地域開催イベントへの参加）

「Mieこどもエコフェア」 日時：2012年7月21日、22日

場所：鈴鹿山麓リサーチパーク

7月に「Mieこどもエコフェア」へ出展いたしました。

環境・エコのことを『たのしく、わかりやすく、もっとふかく』と親子で

体験するイベントです。

使い捨ての「プラコップ」に絵を書き、オーブントースターで収縮させ、

オリジナルのキーホルダーを作る体験ですが、熱をかけることで

立体に絵を書いたものが平面になるため、子供たちは想像力を

働かせたり不思議がっていたりと化学に興味を持ってもらえる

内容で開催できました。
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省エネ等に寄与する環境活動への取り組み     

環境負荷低減設備の販売に基づくCO2削減への提案

●環境負荷低減へのご提案

各企業様でもCO2削減についてはかなり熱心に取り組みがされていますが、

当社でできる提案として、ボイラ更新を検討される一つの材料として、三浦工業㈱が

自社製品に行う「省エネ診断」を利用することを提案しています。

現在の使用状況等が見える化されることで、設備更新に適正な機種の

選定ができるだけでなく、燃料、水、電気等のムダが確認できます。

これらの資料を元として、お客様に喜ばれるご提案を今後も目指して行きたいと

考えております。

　　　営　　業　　部
2012
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ゼロエミッション活動やコスト削減への提案

●ゼロエミッションを目指して

10月、総合環境企業であるタケエイグループの一員となり、

グループの幅広いネットワークを活用することで、各企業様から

排出される廃棄物に着目した、廃棄物の最終処分量ゼロを

 目標とする「ゼロエミッション活動」に取り組み始めました。

今年度はそのスタートとして、お客様へ各営業員がヒアリングを

行い、排出方法や処理方法を確認するなかで有効に利用できる

廃棄物がないかを検討するにとどまりましたが、この取り組みは

2013年度へ向けて継続し、再資源化を目指した取り組みが

提案できるよう、環境保全へ貢献して行きたいと考えております。

【県内　44社へ ヒアリング実施】
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